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蒜校生がリポート！ 

ひるこうタイムズ記者 

（取材・撮影・記事執筆） 

蒜山ＡＢＣ部（文化部） 

１年生：青木 

２年生：明村 

※ ●は生徒、●は教員担当の記事 

行事予定 

３月 

２６日（火） 入学予定者登校日 

 

４月  

８日（月） 新任式 

      始業式 

      入学式準備 

  教科書販売 

 

９日（火） 入学式 

 

１０日（水） 課題考査(2・３年次生) 

  身体計測 

  部活動オリエンテーション 

 

12日（金） 転退任式 

 

※新年度の行事予定は、状況により
変更されることがあります。 

EVENT ●卒業式、挙行。 
蒜山校地では、３月３日（日）に卒業式が執り行われました。今年度の卒業生は１２人でし

た。在校生も出席し、厳粛な雰囲気の中、先輩方を送り出しました。 

在校生送辞では、生徒会長の後藤蒼葵さんが、「先輩方が蒜山校地で培った『蒜山の未来を

変えてみせます』という精神は、決して曲がることはありません。それは、蒜山高校の生徒だ

から、決して諦めることのない『高校立てり、野に立てり』という輝かしい意思が、脈々と受

け継がれているからです」と、先輩方にエールを送りました。 

卒業生代表の豊本晃瑠さんは、「僕は、前々生徒会長の川越先輩、前生徒会長の槙本先輩の

姿がすごくかっこよくて、少しでもあの人たちに近づくために、生徒会長に立候補してみまし

た。今、僕は生徒会長として、一年間を過ごしてみたけれど、あの人たちみたいになれたの

か、わからないままでいます。でも、あの人たちの頑張りとか、蒜校に対する思いとかを、つ

なぐことだけはできたんじゃないかと思っています」と語った後、「先程、素敵な送辞を贈って

くださった、現生徒会長の後藤君をはじめ、2 年生・１年生のみなさん。先輩たちが脈々と積

み重ねてきた「蒜山校地」を、どうかみなさんも受け継いでいってください。壊してしまうの

は、一瞬でできてしまいます。だから、大切に、毎日を生きてください。」と結びました。 
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●フラワーアレンジメント教室 

●真庭ローカルＳＤＧｓツアー 

【２年次生】 

３月１８日(月)に真庭ローカル SDGs ツアーへ行きました。二川マンガ館の見学をしたり、液肥プラントや真庭あぐりガーデン

で、（株）十字屋さんの取り組みについての説明を聞かせてもらったりしました。今回のツアーを通して、どんな取り組みもおお

くの人の協力があって成り立っているということを改めて感じました。（明村） 

 

【1 年次生】 

３月１８日（月）に真庭市の取り組みを知る

目的で、久世・落合方面へ見学ツアーに行きま

した。１日かけてバイオマス集積基地、CLT 工

場、バイオマス発電所、真庭あぐりガーデン、

バイオマス液肥プラントを訪れました。真庭市

ではごみを減らすためだけでなく、液肥として

再利用するための取り組みを行っています。ま

た、木材はバイオマス発電のための原料となっ

ています。生徒たちは、自分たちの住む真庭市

が、環境に優しい取り組みを行っていることを

実際に目で見て感じることが出来たと思いま

す。 

２月２８日(水)に、１年生がフラワーアレンジ

メントの体験を行いました。器の中のスポンジに

花や草を茎から差して生けるものです。最初は生

け方についての基本的な知識を教えていただき、

その後実際に生徒たちは生け花を体験しました。

教えて下さった方からは生徒の作品をご覧にな

った際、「非常に個性的で自分自身も勉強になり

すずしろくん日和 

今回は、2年生・明村萌華さん
の作品です。 

ました」とのお言葉をいただきました。完成した作品は卒業式当日に、メッセージカードとと

もに廊下へ飾られ、卒業生を温かく送り出す役割を果たせたと思います。 

今年度の「ひるこうタイムズ」へのご愛読、ありがとうございました！ 

来年度も一層の充実を目指します。よろしくお願いいたします!!  

岡山県立勝山高等学校蒜山校地 蒜山 ABC部 


